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本件避難計画には、
実現可能性も実効性もないこと

島根原発２号機運転差止仮処分申立事件
２０２４年２月１９日（月）１４時
第４回審尋期日
債権者ら代理人弁護士大河陽子
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深層防護
５つの防護レベルが独立して有効に機能することが不可欠

（前回２０２３年９月２５日プレゼンテーション資料「司法審査の在り方」・スライド１２）
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深層防護
避難計画（第５の防護レベル）が独立して有効に機能することが不可欠

（前回２０２３年９月２５日プレゼンテーション資料「司法審査の在り方」・スライド１０）
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今日のプレゼンテーション

１ 令和６年能登半島地震を受けて
・屋内退避不可能
・避難不可能

２ 避難行動要支援者の支援者不足

３ 避難退域時検査場所通過に極めて長時間を要する

４ 被ばく量が大量

５ 福島第一原発事故時の浪江町の避難、被害
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地震時に屋内退避は不可能
本件避難計画は地震による家屋の倒壊を考慮していない
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２０２４年１月１日 令和６年能登半島地震
M７．６、志賀町で最大震度７を観測

石川県の発表（１月２９日時点）
・死者２３８名
・負傷者１１７９名
・輪島市は行方不明者を「確認中」
（甲２７３）
・建物被害棟数４４，３８６棟
１月１７日時点では２２，４９５棟、輪
島市や珠洲市、能登町は「多数」とし
か把握できていなかった。（甲２７４）
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珠洲市 震度６強 被害棟数４６５２棟（１月２９日時点）（甲２７３）

令和６年能登半島地震 建物倒壊

珠洲市の泉谷満寿裕市長（１月２日、福井県災害対策本部会議）
「市内の６０００世帯のうち９割が全壊またはほぼ全壊だ」「壊滅的
な被害。建っている家がほとんどない。道路が寸断されており、支
援物資を届けるのが困難だ」と述べ、壊滅的な被害を訴えている
（甲２５７）。

（甲２６２）



8志賀町 震度７ 被害棟数４５３５棟（１月２９日時点） （甲２６１、甲２７３）

令和６年能登半島地震 建物倒壊



9穴水町 震度６強 被害棟数２０６３棟（１月２９日時点）（甲２７３）

令和６年能登半島地震 建物倒壊
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令和６年能登半島地震 建物倒壊

輪島市 震度６強 被害棟数１８８６棟（１月２９日時点）（甲２７７）



11輪島市 震度６強 ７階建てビルが根元から横倒し（甲２６３、甲２６４）

令和６年能登半島地震 建物倒壊



12輪島朝市周辺 大規模火災 （甲２６６）

令和６年能登半島地震 火災
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地震から１７日が経過しても、被害の全容を把握できないほど甚大
な被害が発生。

令和６年能登半島地震 建物倒壊

（甲２７４）
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今回の令和６年能登半島地
震では、発生当日から６日間で
震度５強以上に限っても９回も
の強い揺れが繰り返し襲って
いる（甲２５６）。
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地震による原発事故時に屋内退避は不可能

〇原子力災害対策指針
「UPZにおいては、段階的な避難やOILに基づく防護措置を実施す
るまでは屋内退避を原則実施しなければならない。」（甲２７５・６９
頁）」
←地震時に屋内退避はできない。
このことは、常識に照らしても明らかであるし、２０１６年４月の熊

本地震でも明らかになっていた。今回の令和６年能登半島地震でも
改めて明らかになった。

原子力規制委員会の山中伸介委員長でさえ、１月１
０日、「屋内退避ができないような状況が発生したの
は事実でございます。」と認めている（甲２６９）。

それにもかかわらず、現在まで、地震による家屋
倒壊の場合の避難計画に係る具体的規定の欠如。
自宅での屋内退避を定める原子力災害対策指針の
欠落は明らか。

原子力規制委員会
委員長山中伸介氏
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地震による原発事故時に屋内退避は不可能

〇島根県地域防災計画（甲７１）
「自然災害により自宅等で屋内退避できない場合には、近隣又は
地震等の影響のない避難所等へ避難させるなど状況に応じ柔軟に
対応」（甲７１・９６枚目）
←抽象的な規定のみ。

〇松江市の広域避難計画（甲８０）
「地震による倒壊や津波の被害を受けない安全な指定避難所や
自宅等で屋内退避を実施する」
←抽象的な規定のみ。

屋内退避できない住民が、どの避難所に避難できるのか、避難所
の許容人数は何名なのか、避難所までの経路は土砂災害計画区
域等に指定されていない安全な経路であるのか等が何ら記載され
ていない。
地震による家屋倒壊の場合の避難計画に係る具体的規定の欠落。
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避難できない
本件避難計画は地震による道路の損壊・寸断を考慮していない
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珠洲市 能登の大動脈（国道２４９号線）が土砂崩れによって寸断

（甲２６８）

令和６年能登半島地震 道路の寸断



21珠洲市 地震によって突き出たマンホール
（甲２６２）

令和６年能登半島地震 道路の寸断



22輪島市 国道２４７号線
（甲２６２）

令和６年能登半島地震 道路の寸断
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穴水町 道路の陥没に車両が落ち込んでしまった事態
（甲２６２）

令和６年能登半島地震 道路の損壊
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令和６年能登半島地震 道路の寸断

内灘町 震度５弱
（甲２７７）
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令和６年能登半島地震 道路の寸断

穴水町 救助等のために被災地へ
向かう車両が渋滞（甲２６２）

穴水町 道路の損傷個所に積雪
（甲２７７）
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・国道２４９号線（能登の大動脈・能登半島沿岸を
走る、能登半島唯一の国道）は地震から１週間
経っても複数箇所で寸断したまま
・国道２４９号線の復旧着手は１月４日
・孤立集落の住民（1月11日）３，１２４名（甲２５９）
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地震による避難経路の寸断を考慮していない

上岡直見氏意見書（甲２３０・図１３、４７頁）

島根原発周辺は、その大半が土砂災害危険個所である。
松江市、出雲市、米子市等には洪水浸水想定区域も広がってい
る。（甲２３０・４７頁）



28

地震による避難経路の寸断を考慮していない

〇松江市の広域避難計画（甲２７６）
「避難ルートの被災状況の把握については、高速道路、国道、県
道の道路管理者と連携して実施する。なお、避難ルートが通行不可
となった場合は、各道路管理者の協力を得て、県及び島根県警察
本部等関係者と避難ルートの再調整を行うこととし、迂回路や代替
ルートの設定のほか、道路補修が完了するまで屋内退避を実施す
るなど、状況に応じた対応を行う。」
←抽象的な規定のみ。
・今回の令和６年能登半島地震をみると、国道の復旧作業着手が
地震から４日目、国道の寸断箇所は地震から１週間経っても多数
残っている。これら被害に照らすと、「避難ルートの再調整」「迂回路
や代替ルートの設定」に何日間も要すると想定しなければならない。
その間、住民らは、避難できない。
・「道路補修が完了するまで屋内退避を実施」するとあるものの、
地震による原発事故時に屋内退避をできることを前提にしている点
で、看過し難い過誤欠落がある。
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避難行動要支援者の避難ができない
避難行動要支援者の支援者の不足
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避難行動要支援者の支援者の不足

債務者の主張
内閣府の「島根地域の緊急時対応」において、「今後支援

者を確保していく」「支援者を確保できない場合においても、
関係市職員、自治会、消防職員・団員等の協力により屋内退
避・一時移転等ができる体制を整備」（甲６９・６３～６４
頁）とされていることを挙げて、体制の整備について課題と
して整理され、整備が図られているものであると主張（３０頁、

３１頁）

←避難行動要支援者の支援者の確保を「課題」として整備中
であるとしている段階では、避難計画を実行し得る体制が整
えられているとはいえない。
特に島根県は高齢化率が全国５位であり、今後ますます高

齢化率が増加することは疑いようがない。
内閣府の「島根地域の緊急時対応」（甲６９・６３頁）で

は、松江市の避難行動要支援者２万４０３９人のうち「支援
者有り」は、わずか約１６％である。
避難計画を実行し得る体制が整っているとは到底いえない。



33

屋内退避中の避難行動要支援者の支援者不足

債務者の主張
高齢化が進む中での在宅の避難行動要支援者の避難・一時移

転の支援者の確保の点については、国及び地方公共団体におい
ても課題として認識し、取組みを進めているのであり、この取
組みは、屋内退避中の在宅医療や介護の充実化にも繋がるもの
である。（３１頁）

←債務者は、屋内退避中の在宅医療や介護について避難計画に
規定がないことについて、何も反論しない。
しかし、松江では平常時の在宅医療すら供給できない事態が

予想されることから（２０２５年の医療需要は２７１３人、供
給は１８８３人（甲９４））、原発事故時の屋内退避中の在宅
医療の供給は当然不足すると考えられる。
これに対して何の規定もなされていない現状の避難計画は、

「生命、身体」を保護するという目的（原子力災害対策特別措
置法１条）に照らして重大な欠落がある。
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避難退域時検査場所の通過時間
大渋滞
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国の定める避難退域時検査の手順

（甲２３０・９３頁）

避難退域時検査場所での作業時間
汚染のない車両 平均６分５秒（最大９分１３秒）
汚染のある車両 平均２３分４秒（最大２８分１秒）
ところが、内閣府は１台あたり３分と極めて楽観的想定。



36上岡直見氏意見書（甲２３０・９６頁、９７頁）

 

表 18 避難退域時検査所要時間予想 

検査場所 No. 名称 
対象セクター

グループ 

検査場所予

想通過時間 

[時間] 

島根 13／鳥取 8 大山 PA SE／ESE 198  

鳥取 4 江府町立総合体育館 SE／ESE 198  

鳥取 5 伯耆町海洋センター SE／ESE 198  

鳥取 3 名和農業者トレセン E 114  

鳥取 2 中山農業者トレセン E 114  

鳥取 1 東伯総合公園 E 114  

鳥取 6 倉吉市関金農林漁業者 SE／ESE 198  

鳥取 7 旧那岐小学校 SE／ESE 198  

島根 3 道の駅キララ SW／SSW 144  

島根 4 湖陵総合公園 SW／SSW 144  

島根 2 東部高等技術校 SW／SSW 144  

島根 1 浜山公園 SW／SSW 144  

島根 5 出雲市佐田行セン SW／SSW 144  

島根 6 道の駅掛合の里 SSW 66  

島根 7 道の駅たたらば SSW 66  

島根 8 吉田総合センター SSW 66  

島根 9 さくらおろち湖 S／SSE 160  

島根 10 旧久野小学校 S／SSE 160  

島根 11 比田いきいき交流館 S／SSE 160  

島根 12 安来市伯太庁舎 SE／ESE 198  

島根 14 中海ふれあい公園 SE／ESE 198  

 

避難退域時検査
に要する時間推定

設定条件
・１台３分で終了
・１台２．５人乗車
・設置レーン５つ

最大約２００
時間という非
現実的な時間
を要する。
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総合的な被ばく量の例



38上岡直見氏意見書（甲２３０・１３８頁、１３９頁）

 

表 28 総合的な被ばく量の例  

避難元  

想定避難

退域時検

査場所  

想定避難

先  

想定被ばく量  [mSv] 

避難元→

検査場所  

検査場

所滞在  

検査場

所→避

難先  

合計  

松江市上東川津町  大山 PA 倉敷市  50  92  3  145  

松江市下東川津町  大山 PA 倉敷市  102  92  3  197  

松江市大海崎町  大山 PA 倉敷市  45  92  3  140  

松江市西持田町  大山 PA 倉敷市  107  92  3  202  

松江市東持田町  大山 PA 倉敷市  105  92  3  200  

松江市川原町  大山 PA 倉敷市  50  92  3  145  

松江市坂本町  大山 PA 倉敷市  102  92  3  197  

松江市福原町  大山 PA 倉敷市  51  92  3  146  

松江市上宇部尾町  大山 PA 倉敷市  46  92  3  141  

松江市新庄町  大山 PA 倉敷市  48  92  3  142  

 

現状の避難計画が実施された場合に、どのくらいの被ばくが予想
されるかを推定。概略ではあるが、BWR３により出現する空間放射
線量率が継続している場合に、避難経路でのばく露時間から、自動
車で移動あるいは待機（退域時検査ポイント等）している期間の全経
路でどのくらい被ばくするかを推定したもの（甲２３０・１３８頁）。
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上岡直見氏意見書（甲２３０・１３８頁、１３９頁）

 

表 28 総合的な被ばく量の例  

避難元  

想定避難

退域時検

査場所  

想定避難

先  

想定被ばく量  [mSv] 

避難元→

検査場所  

検査場

所滞在  

検査場

所→避

難先  

合計  

松江市上東川津町  大山 PA 倉敷市  50  92  3  145  

松江市下東川津町  大山 PA 倉敷市  102  92  3  197  

松江市大海崎町  大山 PA 倉敷市  45  92  3  140  

松江市西持田町  大山 PA 倉敷市  107  92  3  202  

松江市東持田町  大山 PA 倉敷市  105  92  3  200  

松江市川原町  大山 PA 倉敷市  50  92  3  145  

松江市坂本町  大山 PA 倉敷市  102  92  3  197  

松江市福原町  大山 PA 倉敷市  51  92  3  146  

松江市上宇部尾町  大山 PA 倉敷市  46  92  3  141  

松江市新庄町  大山 PA 倉敷市  48  92  3  142  

 

いずれも１００ｍ㏜を超える被ばく量である。
債務者が引用するICRP２００７年勧告ですら、「１００mSvよりも高
い線量では，確定的影響と，がんの有意なリスクの可能性が高く
なる」ことを認めている。
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福島第一原発事故の被害

福島第一原発事故による浪江町の被害
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福島第一原発事故の被害

浪江町役場 福島第一原発から直線距離で約８.４ｋｍ

島根県庁・御庁 本件島根原発から直線距離で約８．５ｋｍ

福島第一原発

浪江町役場
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（甲１９１・４８頁）

浪江町 震度６強 度重なる余震

（甲１９１・５１頁）
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馬場町長
請戸の浜の悲劇について、
「あの時のことを思い出すと涙出ますよ。・・・やあ、・・・本当にね。」
「４月の１４日ですよ。１か月以上ですよ。もう亡くなっている方が。
遺体見られたもんじゃないです。」（甲１８９・０９：３４～０９：５５）。
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（甲１９１・６１頁：津島地区へ避難する車列（３月１２日）

３月１２日には福島第一原子力発電所の１０キロ圏外へ避難す
ることが決定され、災害対策本部を津島支所に移転。
通常であれば、浪江町の中心市街地から３０分前後の距離
だったが、国道１１４号線が避難の車で大渋滞を起こしており、
到着するまでに３時間以上も要した。

３月１２日
避難してくる人たちを津
島地区で受け入れてい
た住民に対して、白の防
護服の男が「なんでこん
な所にいるんだ！頼む、
逃げてくれ」と叫んだ。（甲
１９２）



45（左の写真：津島地区の紅葉 撮影日：２０１２年４月４日、撮影場所：津島、撮影者：海渡雄一）
（右の写真：津島地区で線量計で測定した値、撮影日：２０１２年４月４日、撮影場所：津島、撮影者：海渡雄一）

５月下旬、福島県の担当者が「ＳＰＥＥＤＩ」の拡散予測（放射性
物質が津島地区に飛散する可能性を予測していた。）を浪江町
に伝えなかった事実を報告しに来た時、馬場町長は、泣きながら
謝罪する担当者に向かって、詰め寄った。
「放射能の汚染予測がわかっていたら、私は決して町民を津島
地区に逃がさなかった。あのとき、避難所の外ではたくさんの子
どもたちが遊んでいた。あなた方の行為は、あるいは『殺人罪』
にあたるのではないですか」（甲１９３・１１９頁から１２１頁）

２０１２年４月４日
２５．１μ㏜／ｈ
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２０１１年５月４日、東電の清水社長（当時）が二本松市の避難所
を訪問した際、避難者が、声を震わせながら、次のとおり清水社長
へ訴えた。
「社長さんは、ここに来る前に、まず請戸に行かれましたか？」
「１２日の朝に、いっぱい助けてくれ、クラクションをいっぱい鳴ら
していたんですよ。それを助けに行けなくて戻ってきた時の消防団
の気持ち、分かりますか？まずそちらの方の亡くなった人に頭を
下げるのが人間としての筋じゃないのですか。」（甲１８９・０８：３２～０８：５
３）
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浪江町は、本庁機能を３月１２日から浪江町役場津島支所、３月１５日から二本
松市役所東和支所、５月２３日から福島県男女共生センター、２０１２年１０月１日
から二本松市平石高田工業団地内の仮事務所へと移した。（甲１９１・６１頁）

馬場町長
「避難の途中、道路脇の『ここから二本松市』という標識を見て思わず
涙が出ましてね。震災後、そんな気持ちになったのは初めてでした。
町長が、町民が、町役場が、『町外』に逃げる。本当にそんなことが
あっていいのか。当時、まだ津波の被災地には多くの負傷者が残され
ていました。そんなことを考えていると、今自分が行っていることが本
当に正しいのかどうか、私自身わからなくなり・・・」（甲１９３・１２３頁）
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浪江町は、２０２３年１１月も大半が帰還困難区域（地図のピンク色
部分）。
２０２３年９月時点の住民登録数は約１５，４００人であるが、２０２３
年１１月、浪江町内の居住者は約２１１６人のみ。（甲１９０）

浪江町２１，０００人の町民は全国に散り散りに。
子どもたち（当時約１７００人）は、原発事故前は小学校６校、中学
校３校の計９校に通っていたが、原発事故によって全国６９９校へ散
り散りになった。（甲１８９）
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１ 令和６年能登半島地震によって改めて明らかになったこと
・地震時は自宅での屋内退避は不可能
・避難経路は寸断され、避難不可能
２ 原子力災害対策指針及び広域避難計画等の欠落
（１）原子力災害対策指針 屋内退避を原則実施する旨を規定
（２）地震時を具体的に想定した規定の欠落
地震時の家屋倒壊を考慮していない。
避難経路が寸断されることを考慮していない。

３ その他にも避難行動要支援者の支援者の不足、避難退域時検
査に要する時間、総被ばく量等の問題が山積

↓
原子力災害対策特別措置法が目的とする「原子力災害から国民
の生命、身体及び財産を保護」（１条）を実現できる避難計画では
ないし、実現可能な体制が整えられているともいえない。
第５層の防護階層が欠けており、人格権侵害の具体的危険があ
る。

結 語
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